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【不祥事根絶に向けた本校の決意】（行動基準） 

三次市立吉舎小学校 

                                                   作成責任者 校長 次川 麻美 
 

 

区分 本校の課題 行動目標 取組内容 点検方法・時期 

教職員の規範意識の

確立 

 

○児童・保護者・地域の人の思いを常

に把握し，自らの規範意識をたかめ

なければならない。 

〇情報管理が不十分である。 

・退校時に成績の資料等が机上に置

いたままのことがあり，机上整理が

不徹底。 

○児童，保護者，地域の人へ丁寧に対

応していく意識をさらに持つ。 

〇児童の問題行動を指導する際に，報

告・連絡・相談を迅速に行う。 

○不信を生まない行動かどうかを常

に意識する。 

〇退校時には職員室の机上が整理さ

れている状態にする。 

○ＵＳＢ等の管理システムを構築す

る。 

○児童，保護者，地域の人へ丁寧に対

応していく。 

○問題行動には，組織的に毅然とした

対応で取組み，児童一人一人との信

頼を深める。 

 

○セクハラ等の研修を計画的に実施する。 

○不祥事防止アンケートを計画的に行う。 

〇不祥事防止委員会で机上整理のモデルを

示し，全体に周知する。 

〇アンガーマネジメント研修を計画的に行

う。 

〇不祥事防止委員会と問題行動ケース会議

を連動させ，「ヒヤリ・ハット」の情報交

流や状況を把握する。把握した情報は，即

座に防止委員や管理職に報告・連絡・相談

し，不祥事防止委員会綴に記録する。 

○どんなに細かいことで

もあいまいにしないで，

情報交換をする。 

〇毎月１日に不祥事防止

委員が職朝時に声かけ

をし，退校時の机上整理

を徹底する。 

〇月一回の不祥事防止委

員会で記録をもとに，指

導方法や対策を協議す

る。 

学校組織としての不

祥事防止体制の確立 

○不祥事防止研修をより参加型の研

修とし，内容の充実に努める。 

〇不祥事防止委員会を毎月行い，情報

交流に努める。 

○不祥事防止委員の自覚を高める。 

〇教職員同士のコミュニケーション

をさらに促進し，誰からも声が上が

るよう，組織で仕事を進めることが

できるようにする。 

 

○不祥事防止委員一人一人が不祥事根絶に

向けて意見を出し合う委員会にする。 

〇各部会で「ヒヤリ・ハット」の情報交流を

行い，状況を把握する。 

 

○不祥事防止委員会で，不

祥事を絶対起こさない

状況にあるか確認する。 

〇不祥事防止委員会で，各

部から収集した情報を

交流する。 

 

相談体制の充実 〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト・人権相談窓口」は，通信・ＨＰ・

ＰＴＡ総会・入学説明会など機会を

みて周知しているが，認知度が低

い。 

 

 

 

〇「体罰，セクシュアル・ハラスメン

ト・人権相談窓口」の周知を繰り返

し行い，相談しやすい体制をつく

る。 

 

 

 

〇学校だよりで保護者等に周知するととも

に，校舎内全ての教室にポスターを掲示

し，担当の教職員を明示する。 

〇参観日の後の学級懇談会・地域懇談会・学

期末懇談会において，相談窓口の周知をす

るとともに，保護者から体罰，セクハラに

ついて聴取する。 

 

〇学期末に生徒，保護者及

び本校教職員を対象に

アンケートを実施する。 

〇学期末懇談会等におけ

る保護者からの聴取記

録を作成する。 

 

 

 

不祥事根絶のための行動計画 
１ 私たちは，法令を遵守します。 

２ 私たちは，不祥事を許しません。 

３ 私たちは，仕事と子どもを愛します。 


